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ナ禍であったため、校歌を歌う機会が減って

いました。そこで、本校音楽科塚田先生の指

導のもと、今回100周年を迎えるにあたって

全校で校歌を歌えるようにしようと練習をし

ました。これからも校歌を大切にしていきた

いですね。

10月28日（土）、箕輪町文化センター

において、箕輪進修高等学校創立100周年

記念式典が執り行われました。また、式典

後には講演者としてスピードスケートで活

躍された小平奈緒さんをお招きし、『知る

を愉しむ』という演題で記念講演会を行い

ました。

とができました。金メダリストの言葉には重みがあり、刺激的でした。小平奈緒さんの

『Link』という書籍を読んだ生徒から「幼少期からトレーニングを行ってきてつらかった

ことは何ですか？」という質問に対して、小平奈緒さんの経験を踏まえて答えていただき

ました。生徒たちにとってとても有意義な時間となりました。

100年の歴史を持つ箕輪進修高校が次の200周年に向けてスタートしました。地域の皆様

には、今後とも変わらぬご支援、ご協力をお願いいたします。

小平奈緒さんの講演会では、現役時代のこ

とを中心に、仲間やライバル、サポートして

くれる人たちの大切さなど貴重な話を聞くこ

オープニングセレモニーでⅢ部の生徒によ

る力強く迫力のある太鼓演奏がありました。

式典では、同窓会長、学校長、PTA会長の式

辞が述べられ、生徒会による学校紹介があり

ました。校歌斉唱も素晴らしいものでした。

実は、式典前の10月25日に全校で体育館に集

まり校歌の練習を行いました。これまでコロ
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10月31日に、租税教室がありました。税金に関してまだまだ

実感のわかない生徒たちですが、租税の意義や大切さを学ぶこ

とができました。また、11月１日には主権者教育として、選挙

10月31日～11月2日にかけて修学旅行がありました。阪神淡路大

震災の遺構に触れることによって「命の大切さ」について考え、

「災害に対して自分の身を守る心構え」を涵養し、「仲間と協

力し合い楽しい時間を過ごす」ことを目的として学習しました。

旅行の様子をご覧ください。

出前授業がありました。上伊那地域振興局企画振興課や箕輪町選挙管理委員会の担当者

のお話から、実際の選挙の投票率から若者の投票率の課題や投票することの大切さを学

びました。最後には県知事選を想定して、実際に投票を行いました。就職活動や進学活

動が落ち着きはじめ、次は社会に出る準備を進めています。政治のこと、経済のこと、

社会に出てからも考えていかなければならないことがたくさんあります。自分ごととし

て考えていけるように勉強しています。

箕輪進修高校ホームページ
https://www.nagano-c.ed.jp/minowa/

箕輪進修高校の情報が満載。ぜひご覧ください。
学校に対するご意見・ご要望は、トップページの

問い合わせメール に送信してください。

10月31日に性教育講演会がありました。二次性徴と命の大切さやプ

レコンセプションケアなどについて、講師の助産師小林まゆみさん

から分かりやすくお話をして頂きました。11月１日には、満蒙開拓

歴史講話がありました。満蒙開拓歴史平和記念館から三沢亜紀さん

をお招きし、平和について考えました。さらに、箕輪町からのミッションに取り組みまし

た。外部講師のもと校内外で「老人施設お掃除隊」「君のデザインを活かそう！看板製

作」などのミッションに取り組みました。11月２日の進路視察会では上級学校や企業の見

学を行い、将来に向けてのイメージづくりをしました。イベント盛りだくさんでした。


